
法令および定款に基づくインターネット開示事項

連　結　注　記　表

個　別　注　記　表
(平成25年４月１日から平成26年３月31日まで)

株式会社テノックス

「連結注記表」および「個別注記表」につきましては、法令および当社定款第16条の規定に

基づき、当社ウェブサイト（http://www.tenox.co.jp）に掲載することにより株主の皆さま

に提供しております。

表紙



連結注記表

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項

(1) 連結の範囲に関する事項

①イ．連結子会社の数　　　　　　　　　４社

ロ．連結子会社の名称　　　　　　　　㈱テノックス技研

㈱複合技術研究所

㈱テノックス九州

TENOX KYUSYU VIETNAM CO.,LTD.

②　非連結子会社の名称　　　　　　　　㈱テノックス九州佐賀

（連結の範囲から除いた理由）

非連結子会社は、小規模であり総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利

益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていない

ためであります。

(2) 持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、㈱テノックス九州およびTENOX KYUSYU VIETNAM CO.,LTD.の決算日は、

12月31日であります。連結計算書類の作成にあたっては、同決算日現在の計算書類を使用し

ております。ただし、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整

を行っております。

(4) 会計処理基準に関する事項

①　重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．有価証券

・満期保有目的の債券………………償却原価法（定額法）

・子会社株式…………………………移動平均法による原価法

・その他有価証券

時価のあるもの…………………決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売

却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの…………………移動平均法による原価法

ロ．たな卸資産

未成工事支出金……………………個別法による原価法

貯蔵品………………………………最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
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②　重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産…………………………

（リース資産を除く）

当社は定額法、連結子会社は定率法（ただし、平

成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設

備を除く）については定額法）を採用しておりま

す。

なお、耐用年数及び残存価額は法人税法に規定す

る方法と同一の基準によっております。

ロ．無形固定資産…………………………定額法を採用しております。

（リース資産を除く）　　　　　　なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社

内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

によっております。

ハ．リース資産……………………………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法を採用しております。

③　重要な引当金の計上基準

イ．貸倒引当金……………………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権

については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能性を勘案し、

回収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金……………………………従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、

支給見込額の当連結会計年度負担額を計上してお

ります。

ハ．完成工事補償引当金…………………完成工事に係る瑕疵担保等の費用に備えるため、補

償工事費の完成工事高に対する実績率により、将

来の見積補償額を計上しております。

ニ．工事損失引当金………………………受注工事に係る将来の損失に備えるため、当連結

会計年度末手持ち工事のうち損失の発生が見込ま

れ、かつ、その金額を合理的に見積もることがで

きる工事については、その損失見込額を計上して

おります。

ホ．債務保証損失引当金…………………債務保証に係る損失に備えるため、被保証者の財

政状態を勘案し、損失負担見込額を計上しており

ます。
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④　重要な収益及び費用の計上基準

・完成工事高及び…………………………

　完成工事原価の計上基準

当連結会計年度末までの進捗部分について成果の

確実性が認められる工事については工事進行基準

（工事の進捗率の見積りは、パイル工事は杭の打

設本数を基準とした杭施工進捗率、地盤改良工事

は掘削量を基準とした地盤改良施工進捗率による

方法）、その他の工事については工事完成基準に

よっております。

⑤　その他

イ．退職給付に係る負債の………………

　計上基準

当社及び連結子会社は、退職給付に係る負債及び

退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己

都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた

簡便法を適用しております。

ロ．消費税等の会計処理…………………税抜方式によっております。

２．表示方法の変更に関する注記

（連結貸借対照表）

　前連結会計年度において表示していた「退職給付引当金」は「退職給付に関する会計基準」

（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及び「退職給

付に関する会計基準の適用指針（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職

給付適用指針」という。）の適用に伴い、当連結会計年度より、「退職給付に係る負債」とし

て表示しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに

従っており、表示の組替えは行っておりません。
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３．連結貸借対照表に関する注記

(1) 非連結子会社に対するものは次のとおりであります。

投資有価証券（株式） 10,000千円

(2) 担保に供している資産および担保に係る債務

　①担保に供している資産

現金預金 101,885千円

建物及び構築物 30,528千円

機械装置及び運搬具 6,425千円

土地 666,984千円

計 805,824千円

　②担保に係る債務

支払手形・工事未払金等 183,117千円

長期借入金（１年以内返済予定を含む） 246,922千円

社債（１年以内償還予定を含む） 30,000千円

計 460,040千円

(3) 有形固定資産の減価償却累計額 7,898,318千円

(4) 保証債務

他の会社等について、金融機関等からの金銭債務等に対して、保証を行っております。

大牟田工業団地協同組合 292,085千円

㈱シンコー 19,953千円

(5) 受取手形裏書譲渡高 246,832千円

(6) ファクタリング方式により譲渡した売上債権の未収額

　　未収入金 726,619千円
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４．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の種類及び総数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 7,694,080株 －株 －株 7,694,080株

(2) 自己株式の種類及び株式数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 1,025,026株 2,739株 230,000株 797,765株

（注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加2,739株の内訳は、次のとおりであります。

　単元未満株式の買取りによる増加 2,739株

２．普通株式の自己株式の株式数の減少230,000株の内訳は、次のとおりであります。

　第三者割当による自己株式の処分による減少 230,000株

(3) 剰余金の配当に関する事項

①　配当金支払額

平成25年６月27日開催の第43回定時株主総会決議による配当に関する事項

・株式の種類　　　　　　　普通株式

・配当金の総額　　　　　　66,690千円

・１株当たり配当額　　　　10円

・基準日　　　　　　　　　平成25年３月31日

・効力発生日　　　　　　　平成25年６月28日

②　基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

平成26年６月27日開催の第44回定時株主総会において次のとおり決議を予定しておりま

す。

・株式の種類　　　　　　　普通株式

・配当の原資　　　　　　　利益剰余金

・配当金の総額　　　　　　82,755千円

・１株当たり配当額　　　　12円

・基準日　　　　　　　　　平成26年３月31日

・効力発生日　　　　　　　平成26年６月30日
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５．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針

当社グループは、主に建設事業を行うための設備計画に照らして、必要な資金を原則と

して自己資金で賄うことにしております。一部の連結子会社においては、短期的な運転資

金も含めて必要な資金を主に銀行からの借入れにより調達しております。なお、余剰資金

については安全性の高い金融資産で運用しております。デリバティブは、借入金の金利変

動リスクを回避するために利用するものであり、投機的な取引は行いません。

②　金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である受取手形・完成工事未収入金等は、顧客の信用リスクに晒されておりま

す。また、海外に事業を展開していることから生じている外貨建ての営業債権は、為替の

変動リスクに晒されております。有価証券及び投資有価証券は主に満期保有目的の債券及

び業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されております。

営業債務である支払手形・工事未払金等は、そのほとんどが１年以内の支払期日であり

ます。短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、長期借入金及び社債（原則とし

て５年以内）は主に設備投資に係る資金調達であります。変動金利の借入金は、金利の変

動リスクに晒されております。

③　金融商品に係るリスク管理体制

イ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、販売管理規程の与信管理に従い、営業債権について、主な取引先の信用状況

を半期ごとに把握し、信用限度額を設定する体制とし、取引先ごとに与信先区分を設け

期日及び残高を管理しております。

満期保有目的の債券は、資金運用実施要領に従い、格付の高い債券のみを対象として

いるため、信用リスクは僅少であります。

ロ．市場リスク（金利等の変動リスク）の管理

当社は、有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）

の財務状況等を把握しております。

デリバティブ取引の執行・管理については、取引権限を定めたデリバティブ管理要領

及び資金運用実施要領に従って行っており、契約に際しては、取締役会に決裁を受けて

おります。なお、デリバティブの利用にあたっては、信用リスクを軽減するために、格

付の高い金融機関のみと取引を行っております。

ハ．資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

当社は、各部署からの報告に基づき経理部が適時に資金繰り表を作成することにより、

流動性リスクを管理しております。
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(2) 金融商品の時価等に関する事項

平成26年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれら

の差額については、次のとおりです。なお、時価を把握することが極めて困難と認められる

ものは、次表には含まれておりません。（（注２）参照）

（単位：千円）

連結貸借対照表
計 上 額（＊）

時     価（＊） 差     額（＊）

(1) 現金預金 6,449,655 6,449,655 －

(2) 受取手形・完成工事未収入金等 5,853,350 5,852,952 △397

(3) 未収入金 794,691 794,691 －

(4) 有価証券及び投資有価証券

① その他有価証券 163,882 163,882 －

(5) 支払手形・工事未払金等 （4,757,705） （4,757,705） （－）

(6) 長期借入金（１年内返済予定を含む） （412,664） （413,878） （1,213）

(7) 社債（１年内償還予定を含む） （30,000） （30,118） （118）

（＊）　負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

(1) 現金預金、(2) 受取手形・完成工事未収入金等、並びに(3) 未収入金

これらの時価は顧客の信用リスクに応じた利率により割り引いた現在価値によってお

ります。なお、短期間で決済されるものについては、時価は帳簿価額にほぼ等しいこと

から、当該帳簿価額によっております。

(4) 有価証券及び投資有価証券

これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券は取引金融機関から

提示された価格によっております。
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また、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項は以下のとおりであります。

①　その他有価証券における種類ごとの連結貸借対照表計上額、取得原価及びこれら

の差額は以下のとおりであります。

（単位：千円）

種 類
連結貸借対照表
計 上 額

取 得 原 価 差 額

連結貸借対照表計上額が取得原
価を超えるもの

株 式 163,882 94,249 69,632

債 券 － － －

そ の 他 － － －

連結貸借対照表計上額が取得原
価を超えないもの

株 式 － － －

債 券 － － －

そ の 他 － － －

合 計 163,882 94,249 69,632

(5) 支払手形・工事未払金等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿

価額によっております。

(6) 長期借入金（１年内返済予定を含む）、並びに(7) 社債（１年内償還予定を含む）

これらは元利金の合計額を同様の新規借入及び新規発行を行った場合に想定される利

率で割り引いて算定する方法によっております。

（注２）非上場株式及び非連結子会社株式（連結貸借対照表計上額　非上場株式96,876千円、非

連結子会社株式10,000千円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積

もることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「(4) 有

価証券及び投資有価証券 ①その他有価証券」には含めておりません。
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（注３）金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

（単位：千円）

１ 年 以 内
１ 年 超
５ 年 以 内

５ 年 超
1 0 年 以 内

10  年  超

現金預金 6,449,655 － － －

受取手形・完成工事未収入金等 5,847,034 6,316 － －

未収入金 794,691 － － －

合 計 13,091,381 6,316 － －

（注４）長期借入金及びその他の有利子負債の返済及び償還予定額

（単位：千円）

区 分 当期首残高 当期末残高
平均利率
（％）

返 済 及 び
償 還 期 限

短期借入金 256,500 － － －

１年内返済予定の長期借入金 208,445 127,032 1.347 －

長期借入金 641,073 285,632 1.364 平成27年～33年

１年内償還予定の社債 20,000 20,000 1.630 －

社債 30,000 10,000 1.630 平成27年

合 計 1,156,019 442,664 － －

（注）１．「平均利率」については、期末借入残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．長期借入金（１年内返済予定のものを除く。）及び社債（１年内償還予定のものを除

く。）の連結決算日後５年以内における返済及び償還予定額は以下のとおりでありま

す。

（単位：千円）

１ 年 超
２ 年 以 内

２ 年 超
３ 年 以 内

３ 年 超
４ 年 以 内

４ 年 超
５ 年 以 内

長期借入金 117,479 66,900 46,058 24,772

社債 10,000 － － －
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６．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 1,194円30銭

(2) １株当たり当期純利益 77円24銭

７．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

（注）　記載金額は、千円未満の端数を切り捨てております。
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項

(1) 資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券

イ．満期保有目的の債券……………償却原価法（定額法）

ロ．子会社株式………………………移動平均法による原価法

ハ．その他有価証券

時価のあるもの………………決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原

価は移動平均法により算定）

時価のないもの………………移動平均法による原価法

②　たな卸資産

イ．未成工事支出金…………………個別法による原価法

ロ．貯蔵品……………………………最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法）

(2) 固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産………………………定額法を採用しております。

（リース資産を除く）　　　　　なお、耐用年数及び残存価額は法人税法に規定する方

法と同一の基準によっております。

②　無形固定資産………………………定額法を採用しております。

（リース資産を除く）　　　　　なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内

における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用

しております。

③　リース資産…………………………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額

法を採用しております。

(3) 引当金の計上基準

①　貸倒引当金…………………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込

額を計上しております。

②　賞与引当金…………………………従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支

給見込額の当事業年度負担額を計上しております。

③　完成工事補償引当金………………完成工事に係る瑕疵担保等の費用に備えるため、補償

工事費の完成工事高に対する実績率により、将来の見

積補償額を計上しております。

④　工事損失引当金……………………受注工事に係る将来の損失に備えるため、当事業年度

末手持ち工事のうち損失の発生が見込まれ、かつ、そ

の金額を合理的に見積もることができる工事について

は、その損失見込額を計上しております。

－ 11 －

個別注記表



⑤　退職給付引当金……………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末におけ

る退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上し

ております。

(4) その他

①　完成工事高及び……………………

　　完成工事原価の計上基準

当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が

認められる工事については工事進行基準（工事の進捗

率の見積りは、パイル工事は杭の打設本数を基準とし

た杭施工進捗率、地盤改良工事は掘削量を基準とした

地盤改良施工進捗率による方法）、その他の工事につ

いては工事完成基準によっております。

②　消費税等の会計処理………………税抜方式によっております。
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２．貸借対照表に関する注記

(1) ファクタリング方式により譲渡した売上債権の未収額

未収入金 725,297千円

(2) 担保に供している資産および担保に係る債務

　①担保に供している資産

土地 473,250千円

計 473,250千円

　②担保に係る債務

支払手形・工事未払金等 183,117千円

計 183,117千円

(3) 有形固定資産の減価償却累計額 5,705,662千円

(4) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

①　短期金銭債権 131,831千円

②　短期金銭債務 102,346千円

３．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

①　売上高 450,831千円

②　売上原価 502,592千円

③　販売費及び一般管理費 1,500千円

④　営業取引以外の取引高 1,255千円

４．株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の種類及び株式数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 1,025,026株 2,739株 230,000株 797,765株

（注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加2,739株の内訳は、次のとおりであります。

　単元未満株式の買取りによる増加 2,739株

２．普通株式の自己株式の株式数の減少230,000株の内訳は、次のとおりであります。

　第三者割当による自己株式の処分による減少 230,000株
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５．税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（繰延税金資産）

賞与引当金否認額 20,100千円

投資有価証券評価損の損金不算入 56,132千円

退職給付引当金否認額 152,890千円

未払役員退職慰労金否認額 28,547千円

株式報酬費用否認額 5,723千円

貸倒引当金限度超過額 942千円

減損損失 74,857千円

完成工事補償引当金否認額 534千円

工事損失引当金否認額 11,369千円

その他 22,268千円

繰延税金資産小計 373,367千円

評価性引当額 △319,617千円

繰延税金資産合計 53,749千円

（繰延税金負債）

その他有価証券評価差額金 △20,571千円

特別償却準備金 △1,345千円

繰延税金負債合計 △21,917千円

繰延税金資産の純額 31,832千円

６．関連当事者との取引に関する注記

　　該当事項はありません。
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７．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 1,133円55銭

(2) １株当たり当期純利益 42円63銭

８．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

（注）　記載金額は、千円未満の端数を切り捨てております。
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